2014年12月23日　場所：トッピョンRUTC　　月間メッセージ祈りカード
	1講: 教会を生かさなければならない(使徒1:1-14)
	2講: 重職者回復(使徒11:19)
	３講：レムナントに何を持って伝達するのか(使徒17:1,18:4,19:8)

	＊序論

▲私たちが、もう本当に教会を生かさなければならない。

1)生活-大部分の人々の生活
(1)90%の人々-別に必要ない,話をよくしている。

(2)そうしていたら、多くの葛藤や,誤解が生じている。

(3)それゆえ、衣食住に集中するほかはない(利己主義).

2)状態-今、状態はどうなっているのか
(1)上のものなどで根、刻印、体質になっている。

(2)だから、霊的問題がくるしかない。(無気力、過熱-アップダウン)

(3)それでは実際にがんばるのにも答えがない。

3)集中訓練-それで、私たちが集中訓練をしているのだ。

▲ただキリスト、神の国、聖霊の満たしに集中させなさい。それではどうなるのか

(1)使徒2:1-47,それこそ、この部分がひっくり返るみわざが起きる。

(2)使徒11:19-30,アンテオケ教会の祝福が起きて,

(3)ローマ16章-ローマで起きた祝らを味わうようになる。

▲いったい初代教会のマルコの屋上の間で何をしたかということだ。

1.ただ

▲三つのことは、みなさんが必ず捜し出さなければならない。

①結論(使徒1:1,3,8キリスト、神の国、聖霊の満たし)-他のものが必要ない。ただキリストならばよい。

②みことば確認(使徒2:14-21)-使徒2:14-21,神様がヨエル預言者に約束されたのが成就した。神様がモーセにくださった過越祭、五旬節のその約束が成就されたのだ。

③未信者-マルコの屋上の間でこれをする時に神様が多くの未信者を付けてくださった。

▲初代教会のマルコの屋上の間では、これを持って何をしたのか
1)未信者生かすタラッパン(使徒2:41)

2)ただキリストだけ現れるチームの働き(使徒1:14)

3)講壇のメッセージが成就するミッションホーム(使徒2:14-21)

4)全財産を捧げてあまりあって、力あるように生きることができる専門家の祝福(使徒2:9-11,使徒18:1-4)

2.たましいの救いの波及

1)使徒6:7,重職者を通して、祭司、迫害者が悔い改め

2)使徒8:4-8,サマリヤに福音があかしされた。

3)使徒8:26-40,神様が備えておかれたたましいに会うこと。

4)使徒9:10-15,サウルという迫害者を倒したのだ。

5)使徒10:45,ローマ-コルネリオを神様が呼ばれたのだ。

6)使徒16;15,使徒16:16-18,使徒16:19-40、ルデヤ、占いをする者、看守

7)使徒17:4,使徒19:8-20、ギリシヤ人、貴婦人、偶像に陥った者

▲今日一つだけ変えれば良い。神様が最も貴重にご覧になっている未信者を生かすたましいの救いがなければ大変なことになる。みなさんが本当にこの目を開けば、みなさんの事業と教会は心配することがない。

3.にせ物の答えと本当に答え

1)荒野-エジプトから出て、荒野でどんなことが起きたのか。
2)バビロン-バビロンに捕虜になっていって,どんなことが起きたのか。
3)ローマ-ローマに属国になって、どんなことが起きたのか。
▲みなさんが持っている福音を持って、たましいを救うことができる神様の祝福、本当の答えを正しく捜し出しなさい。私たちが答えを受けるためではない。神様がすべてのことを持ってみなさんとともにおられると言われた。最高の約束が何なのか。あなたとともにいるということだ。エジプトの災い、バビロンの災い、ローマの災いを防ぐ道が福音だ。この契約を握らなければならない。
	＊序論

▲使徒11:19、テパノの患難によって・・・
①サタンの戦略の開始は牧会者の目を暗くさせることだ。

②サタンの戦略方法は重職者を束縛することだ。

③サタンの目標はレムナントを倒すことだ。

▲一つ-みなさん重職者の方は今日一つを握るように願う。必ず回復しなければならない。(創世記45:5,出3:16-18,ヨシュア3:1-13,Ｉ列王18:1-13,ローマ16:1-4,ローマ16:23→ これが重職者が受けた祝福だ)何を握らなければならないのか
1.出エジプト時代-幕屋,三つの祭り,契約の箱→ 血の契約

▲出エジプト時代は幕屋、三つの祭り、契約の箱が出てきた。これを一言で話せば血の契約だ。みなさんの産業を通して-

1)出エジプトの奇跡,10の暗やみ文化の崩れて

2)荒野の奇跡が起こって

3)カナンの入国の奇跡が起こるようになる。

2.バビロンから出るとき-神殿、三つの祭り、契約の箱→ メシヤ

▲バビロンから出るとき、神殿回復、三つの祭り、契約の箱だ。ここのカギがメシヤだ。この祝福の中に入った人を見なさい。
1)三人の青年,ダニエル,エステル

2)重職者10人がバビロンで目を開いた
3)ハガイ2:1-9,主のみことばがハガイに臨んだのだ。そして目標が出てきたのだ。大祭司に話しなさい。そして総督に話しなさい。そして残った民に伝えなさい。天と地と海と国々が揺り動かされるようになる。主の御告げ。この祝福の回復の主役が重職者だ。

3.ローマ属国(初代教会)-教会、祭り、伝道運動→ キリスト

▲初代教会は幕屋、神殿を越えた教会だ。そして三つの祭りだ。ここでは契約の箱でなく、伝道運動だ。この答えを見てキリストという。この隊列の中に無条件にオールインしなさい。どんな奇跡が起こるか。（使徒1:1,3,8→ 再創造(皆さんに新しい被造物のみわざが起きて、これを通じて再創造のみわざが起き始める。)

1)使徒2:1,五旬節の日になって-最高の答えだ。

2)使徒2:9-11,15ケ国の産業人、使徒2:41、3千弟子

▲使徒2:9-11,15ヶ国の産業人だ。使徒2:41、3千弟子が起きた。

3)使徒6:1-10:45,すべての地域に重職者

▲使徒6:1-10:45,すべての地域に重職者がみな起きた。福音を持った私たちの長老、按手執事、重職者を通して、全世界にRUTCをたててあまりあるみわざが起きるようにしてください!神様のみこころだ。

4)使徒11:19,使徒12:1-25

▲使徒11:19、みなさんを通して,世界宣教の門が開かれる。使徒12:1-25,その日の夜にみわざが起きる。霊的な祝福を通して、世界の門が開かれて暗やみの勢力は縛られるのだ。

5)ローマ16:1-27,備えられた祝福だ。

▲だれも奪えない人を生かす祝福、だれも防止できない災いを防ぐ祝福、だれもまねることができない未来の時代生かす神様の祝福だ。当然、神様がみなさんの産業に働かれるだろう。

＊結論

▲重職者を通して聖霊の働きが起きればどうなるのか。
1)無能力-無能力が解決される。なぜか。「力を受けて」
2)貧困-貧困が解決される。「地の果てまで証人になる」
3)再創造-世の中の人々ができない答えを受けるようになる。再創造の祝福だ。

▲すべての重職者はこの祝福の中に入る資格がある人々だ。
	＊序論

▲私たちが何を持ってレムナントに伝えなければならないのだろうか。これが私たちの最後の使命でもあり、常に持たなければならない。神様がパウロが用いられるしかはなかった理由がそれを知っていたためだ。(使徒17:1,使徒18:4,使徒19:8)私たちのレムナントに何を伝えなければならないのか。
1)教会-実際レムナントに一つ一つしなければならない。

(1)みことば-みことばの背景を分かる時(聖霊働き)+フォーラム(個人化)+みことばで答え(大きい力)+みことば成就(未来が見える)
(2)祈り-神様が私に働かれてこそ、祈りが成り立つようになる。

(3)伝道-この2つが成り立った後に伝道が何か出てくるようになる。

2)他の宗教は何をしているのか

(1)具体化　(2)事実化　(3)文化化している。

3)レムナント7人は何をしたのか

▲創世記37:1-11ヨセフ,出3:18-20モーセ,Ｉサムエル16:1-13ダビデ,Ⅱ列王2:9-11エリシャ,Ⅱテモテ2:1-2テモテ.

▲これが私たちの最後の使命だ。レムナントにみことば,祈り,伝道の何を伝えなければならないのか。私たちがいのちをかけてしなければならない。

1.新しい被造物-あなたたちは新しい被造物だ!

1)創世記1:1,3,8結論-キリスト,神の国,聖霊の満たしと証人

2)天命、召命、使命-一心,全心,持続

3)タラント,1%,唯一性,伝道弟子として用いようと呼ばれたのだ。この答えがレムナントにはっきりと出てこなければならない。

2.サミットの祝福-神様が備えておいた祝福だ!

1)エジプト-ヨセフ,モーセ

2)ペリシテ-サムエル(Ｉサムエル3:19,Ｉサムエル7:14),ダビデ(Ｉサムエル17:1-47)

3)アッシリヤ-ヒゼキヤ

4)アラム-エリシャ

5)バビロン時代-

6)ローマ時代-サミットとしてレムナントを呼ばれた。

▲これをパウロが知って会堂に入って行ったのだ。そして、重要な時刻表をおいて会堂に入って行って、重要な人に会った時ごとに会堂に行ったのだ。そして、ツラノ運動という大きい運動をする時に会堂に入っていった。

3.再創造の祝福予備

▲みことば,祈り,伝道フォーラムをしながらこの祝福を捜し出すのだ。

1)ＡＤ70年-イスラエルは2千年間、滅ぼされる。この災いの中で生き残って,福音を伝えられる再創造の人を探すのだ。

2)ＡＤ79年ローマ ポンペイでは火山が爆発して、大きい災いをむかえるようになる。

3)250年後- 250年が過ぎた後、ローマは滅亡した。すべての道を通して世界福音化できる再創造の祝福を持ったレムナントを神様は備えておられる。

＊結論-みことば適用,祈り適用,伝道適用

1)みことば適用-レムナントにみことばを適用させなさい。私たちは神様のみことばで、すべての人々に入っている根、刻印、体質をひっくり返すだろう。レムナントには機会だ。

2)祈り適用-聖霊の働きが何か分かれば多くの答えを味わうようになる。

3)伝道適用-再創造だ。これからレムナント,重職者の中で時代を変える経済人が出てくる。理由は、世界福音化のためにだ。

▲ともに-天、地、すべての権威の働きが行われるようになる。天と地のすべての権威をわたしに与えられた。わたしが世の終わりまで、いつもあなたがたとともにいます。みなさんが、2015年により大きい答えで神様の働きを現わすように、イエス様の御名で祝福します。


